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河
川
環
境
楽
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
の
が
「
か
わ
し

ま
燦
々
夏
ま
つ
り
」
で
す
。
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
26
日

に
行
わ
れ
る「
か
わ
し
ま
川
ま
つ
り
」。
水
面
に
浮
か
ぶ「
舟

や
ま
」
が
幻
想
的
な
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
る
伝
統
あ
る
祭
事
で
す
。

　

川
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、
野
外
映
画
会
、
魚
の
つ
か
み

取
り
、
屋
台
な
ど
、
夏
祭
り
な
ら
で
は
の
楽
し
い
催
し
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
川
ま
つ
り
を
観
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ

く
、風
情
あ
ふ
れ
る「
夕
さ
り
茶
会
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

浴
衣
姿
、
大
集
合
！

　

浴
衣
姿
で
会
場
を
訪
れ
た
方
に
は
、
抽
選
で
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！
ご
家
族
や
お
友
達
、
み
ん
な
で
浴
衣
を

着
て
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

定
員　

2
0
0
人（
申
込
順
）

場
所　

河
川
環
境
楽
園（
川
島
笠
田
町
）

備
考　

雨
天
中
止

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
川
島
地
区
ま
ち
づ
く
り
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
☎
０
５
８（
３
８
３
）９
９
２
５

7
月
25
日（
土
）・26
日（
日
）

木
曽
川
水
園

自
然
発
見
館

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
の
河
原

10:00/12:00/13:45/14:45

農
家

下
流
域

芝
生
広
場

北
園
路

※11:00～他イベントの
　ため一般参加なし

10:00/11:00/12:00/
13:45/14:45

16:00～20:30
夕さり茶会

屋台

クイズラリー

野外映画会

17:00～21:00
屋台
17:00～21:00

13:00～16:00
木舟遊覧

16:00～

19:15～21:00

15:00～15:30
かわしま川まつり（昼やま）

17:00～
浴衣姿、大集合！

19:00～19:10
セレモニー

19:10～20:00
かわしま川まつり（宵やま）

20:00～20:05
グランドフィナーレ

25日（土） 26日（日）

14:00～17:00
夏の思い出
うちわプレゼント

さ
ん 
さ
ん

か
わ
し
ま
燦
々
夏
ま
つ
り

　

ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ（
犬
山
橋
）
下
流
一
帯
の
木
曽
川
河
畔

で
行
わ
れ
ま
す
。
時
を
忘
れ
る
光
の
舞
を
、
ぜ
ひ
ご
家
族

お
友
達
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所　

木
曽
川
河
畔
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
下
流

備
考　

▽
交
通
規
制
の
詳
細
は
８
月
１
日
号
に
掲
載
▽
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
名
鉄
「
新
鵜
沼
駅
」
下

車
５
分
）

【
８
月
10
日
有
料
観
覧
席
】

定
員　

２
０
０
席（
全
席
指
定
、
申
込
順
）

費
用　

１
５
０
０
円（
１
席
）

申
込　

７
月
10
日　

午
前
10
時
〜
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
☎
０
５

７
０（
０
２
）９
９
９
９（
Ｐ
コ
ー
ド
６
２
９
―
５
４
３
）

【
ロ
ン
グ
ラ
ン
花
火
】

毎
日
、
約
２
0
0
発
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

期
間　

８
月
１
日
〜
９
日　

午
後
８
時
〜（
約
10
分
間
）

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
☎
０
５
８（
３
８
３
）９
９
２
５

第
36
回
日
本
ラ
イ
ン
夏
ま
つ
り

　

各
務
小
児
童
に
よ
る
「
鯉
み
こ
し
行
列
」
や
太
鼓
演
奏
の

ほ
か
、
夜
は
迫
力
満
点
の
花
火
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日
程　

▽
歩
行
者
天
国（
池
西
側
）＝
午
後
１
時
〜
９
時
30

分
▽
鯉
み
こ
し
行
列
＝
午
後
３
時
30
分
▽
花
火
大
会
＝

午
後
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

場
所　

お
が
せ
池
周
辺（
各
務
お
が
せ
町
７
）

備
考　

▽
お
が
せ
池
西
広
場
の
一
部
は
花
火
打
ち
上
げ
の

危
険
区
域
の
た
め
立
入
禁
止
▽
交
通
規
制
の
詳
細
は
７
月

15
日
に
掲
載
▽
臨
時
駐
車
場（
村
国
座
・
各
務
小
）に
は
限

り
が
あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
名

鉄
「
芋
ヶ
瀬
駅
」
下
車
15
分
）▽
荒
天
時
は
19
日
に
延
期

詳
細　

ブ
ラ
ン
ド
創
造
課
内
お
が
せ
池
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
０
5
8（
3
8
3
）9
9
2
５

7
月
18
日（
土
）

お
が
せ
池
夏
ま
つ
り

8
月
10
日（
月
）

魚のつかみ取り
魚のつかみ取り

魚は焼いて食べれます。
受付9：30～各回先
着50人。

まつりのフィナーレ
を彩る花火が打ち
上げられます。

期
日　

７
月
３
日（
金
）、４
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
一
帯

内
容　

各
種
イ
ベ
ン
ト
、抽
選
会
な
ど

詳
細　

桐
井
☎
０
５
８（
３
８
３
）０

６
０
０ サ

ン
モ
ー
ル
お
ざ
き

　
　
　
　
　
　

七
夕
ま
つ
り

期
日　

７
月
３
日（
金
）、４
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

サ
ン
モ
ー
ル
お
ざ
き
一
帯

内
容　

各
種
イ
ベ
ン
ト
、抽
選
会
な
ど

詳
細　

桐
井
☎
０
５
８（
３
８
３
）０

６
０
０ サ

ン
モ
ー
ル
お
ざ
き

　
　
　
　
　
　

七
夕
ま
つ
り

期
日　

８
月
１
日（
土
） 

午
後
５
時
〜

雨
天
の
場
合
は
８
月
２
日（
日
）に
延

期場
所　

野
口
公
民
館
前
一
帯

内
容　

夜
店
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど

詳
細　

長
尾
☎
０
５
８（
３
８
９
）３

４
１
７

期
日　

８
月
１
日（
土
） 

午
後
５
時
〜

雨
天
の
場
合
は
８
月
２
日（
日
）に
延

期場
所　

野
口
公
民
館
前
一
帯

内
容　

夜
店
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど

詳
細　

長
尾
☎
０
５
８（
３
８
９
）３

４
１
７ 野

口
町
夏
祭
り

期
日　

９
月
12
日（
土
）  

午
後
３
時
〜

場
所　

蘇
原
中
央
通
り
一
帯

内
容　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

詳
細　

高
木
☎
０
５
８（
３
８
２
）０

８
１
４ 蘇

原
中
央
通
り
歩
行
者
天
国

期
日　

９
月
12
日（
土
）  

午
後
３
時
〜

場
所　

蘇
原
中
央
通
り
一
帯

内
容　

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

詳
細　

高
木
☎
０
５
８（
３
８
２
）０

８
１
４ 蘇

原
中
央
通
り
歩
行
者
天
国

【タイムスケジュール】

注
意

掲
載
す
る
会
場
で
の
小
型
無
人
機（
ド
ロ
ー
ン
・
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
な

ど
）の
使
用
は
、会
場
内
の
安
全
確
保
の
た
め
禁
止
し
ま
す
。

商店街の夏祭り
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

昨
年
３
月
、
関
、
美
濃
加
茂
、
各
務

原
の
３
市
で
、
相
互
に
職
員
派
遣
を
実

施
す
る
協
定
の
調
印
を
行
い
、
人
事
交

流
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
人
事
交
流
事
業
で
は
、
広
域
的

な
連
携
を
深
め
る
と
同
時
に
、
他
市
の

先
進
的
な
施
策
を
各
市
に
持
ち
帰
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
に
生
か
す
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、

定
期
的
に
派
遣
職
員
を
交
え
た
交
流
研

修
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
初
回
は
各

務
原
市
で
、
２
回
目
は
関
市
、
そ
の
後
、

美
濃
加
茂
市
で
も
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

に
３
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
研
修
会
で
は
、「
せ
き
の
ま

ち
づ
く
り
通
信
簿
事
業
」
や
美
濃
加
茂

市
の
「
平
成
姫
街
道
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
と
い
っ
た
各
市
の
独
自
性

を
強
調
し
た
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
職
員

に
と
っ
て
非
常
に
刺
激
に
な
る
研
修
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
に
は
４
回
目
の
研
修
会
を

各
務
原
市
で
開
催
し
、「
思
い
や
り
と

ふ
れ
あ
い
の
あ
ふ
れ
る
協
働
の
ま
ち
・

市
民
と
の
対
話
事
業
」
と
「
映
像
を
通

じ
た
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
」
の
２
つ

の
事
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

対
話
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
流

れ
や
実
績
、
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て

の
質
問
が
多
く
出
る
な
ど
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
魅
力
発

信
事
業
で
は
映
像
の
有
効
性
な
ど
の
質

問
を
受
け
る
一
方
、
他
市
の
参
加
者
か

ら
今
後
の
市
の
事
業
展
開
に
活
か
せ
る

ア
イ
デ
ア
を
頂
く
な
ど
、
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
あ
っ
て
い
る
職
員
の
姿
を
見

て
、
非
常
に
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
、
都
市
間

の「
競
争
」が
激
化
し
て
い
く
中
、
競
い

争
い
あ
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
協
力
し

な
が
ら
共
に
こ
の
時
代
を
駆
け
抜
け
て

い
く
、「
協
走
」の
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

関・美濃加茂・
各務原市　
3市交流研修会

Q. どんな姿を目指すのですか？
　「 助け合い　支え
合い　みんなでつく
る福祉のまち　かか
みがはら」を目指し、
福祉情報提供体制の
充実などに取り組み
ます。

Q. どんな風に取り組むのですか？
　身近な助け合い活動を促進し、地域課題へ
の対応を進めるため、実際の地域福祉活動が
行われている 17 地区の自治会連合会と、介
護保険の日常生活圏域である７地区に特に着
目して、地域福祉の推進に努めます。

　地域福祉計画は、
社会福祉に携わる方
や、学識経験者など
で構成される委員会
で策定されました。
　その委員会で委員
長を務めた中部学院
大学短期大学部の大
井智香子准教授に、
地域福祉計画につい
てお聞きしました。

Q. なぜ地域福祉計画が必要なんですか？
　これまでの社会福祉は、高齢者福祉や児童
福祉など、対象ごとに施策が展開されてきま
した。今後、「１人の若者で１人の高齢者を支
える社会」が予想されるため、地域で地域を
支える福祉がますます重要になります。

K A K A M I G A H A R A   H E A R T F U L   P L A N
詳細　福祉総務課☎ 058-383-1127

第 3期各務原市地域福祉計画

　

今
年
度
、
市
で
は
第
３
期
地
域
福
祉
計

画
の
ほ
か
、
幾
つ
か
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
地
域
福
祉
」
に
つ
い
て
は
、

同
時
期
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
の
対
象
ご

と
の
計
画
で
も
、「
地
域
で
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
活
動
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
お
け
る
地
域
福
祉

の
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
参
考
に
、
各
地
域
が
抱
え
る
課
題
へ

の
対
応
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
で
き
る
暮

ら
し
」
が
基
本
理
念
と
な
っ
て
い
る
こ
の

プ
ラ
ン
で
は
、「
か
か
み
が
は
ら
安
心
ね
っ

と
わ
ー
く
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
、
地
元
の

事
業
者
と
市
な
ど
が
連

携
し
て
、
高
齢
者
の
見
守

り
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
で
連
携
体
制
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細　

高
齢
福
祉
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
７
７
９

　

市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
、「
第
３
期
各
務
原

市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
。
こ
れ
ま
で
の「
給
付
・

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
福
祉
」
か
ら
「
地
域

の
力
を
活
か
す
福
祉
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、「
公
助
」・

「
共
助
」・「
互
助
」・「
自
助
」
の
役
割
分
担
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
へ
の
生
活
保
障
で

あ
る
「
公
助
」
と
、
介
護
保
険
や
医
療
保

険
な
ど
「
共
助
」
は
行
政
が
担
い
、
地
域

や
個
人
は
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
よ
る
「
互
助
」
と
本
人
の
心
構
え
や
家

族
の
支
え
で
あ
る
「
自
助
」
を
担
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
で
は
、
こ
の「
地
域
」に
目

を
向
け
、
個
人
や
地
域
の
活
動
、
取
り
組

み
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
地
域
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
で
共
に
活

動
す
る
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
「
障
が
い
者
地
域
支

援
協
議
会
」
を
発
足
。
地
域
の
医
療
・
福

祉
・
教
育
・
就
労
な
ど

の
関
係
者
の
方
と
障
が

い
の
あ
る
方
が
一
緒
に

な
っ
て
、
支
援
プ
ラ
ン

を
話
し
合
い
ま
す
。

詳
細　

社
会
福
祉
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
２
６

　

こ
の
計
画
で
は
、「
子
育
て
家
庭
と
地
域

の
き
ず
な
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

月
１
回
、
市
内
子
ど
も
館
で
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
を
行
う
、子
育
て
応
援
団「
ば
ぁ

ば
の
家
・
じ
ぃ
じ
の
家
」。会
場
で
は
、
乳

幼
児
と
子
育
て
応
援
団

の
ふ
れ
あ
い
が
み
ら
れ

ま
す
。
引
き
続
き
、
地

域
で
の
子
育
て
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

詳
細　

子
育
て
支
援
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
５
５
５

他
の
計
画
と
の
つ
な
が
り

策定委員長にお聞きしました

「地域福祉計画」ってどんな計画？

第
３
期
地
域
福
祉
計
画
策
定

行
政
と
地
域
の
役
割
分
担

  

高
齢
者
総
合
プ
ラ
ン

  

障
が
い
者
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン

  

子
ど
も
の
み
ら
い
応
援
プ
ラ
ン

大井委員長については、19 ページのクロー
ズアップでもご紹介しています。

大井智香子
策定委員長

地域の力を活かす福祉へ地域の力を活かす福祉へ
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　8 月 1 日（土）　18:30 ～
場所　鵜沼中学校（松が丘 2）
対象　市内在住、在勤、在学の方
内容　スポーツガラッキー、カ
ローリング
申込と詳細　7 月 15 日までに、
各校区スポーツ推進委員または
スポーツ課☎ 058-383-1231

軽スポーツ交流会

日時　7 月 18 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「米野の戦い」高橋恒美・
笠松町語り継ぐ会代表
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・丹菊
☎ 058-384-8170

各務原歴史研究会
講演会

　夏休みにホッケーを体験して
みませんか。
日 時　7 月 29 日 ～ 8 月 2 日　
10:00 ～ 12:00（全５回）
場所　市ホッケー場（下切町 6）
対象　小・中学生（保護者の承
諾が必要）
定員　50 人（申込
順）
費 用　750 円（保
険料、初回支払）
講師　市ホッケー
協会
申込と詳細　7 月 17 日までに、
直 接 県 グ リ ー ン ス タ ジ ア ム、
またはスポーツ課☎ 058-383-
1231

初心者大歓迎
夏休みホッケー講習

　各務原産の食材や加工品を使
用したスイーツ、各務原をイ
メージしたスイーツ、健康を
テーマにしたスイーツを募集し
ます。
期日　 ▽ 1 次審査（レシピ・書類
審査）＝ 10 月 7 日 ▽ 2 次審査（作
品製作）＝ 10 月 31 日（中部学
院大学各務原キャンパス） ▽最
終審査（市民による試食）＝
11 月 7 日（2015 かかみがはら
産業・農業祭）
表彰　優れた作品には、市、商
工会議所、観光協会、JA ぎふ
より賞が授与されます
備考　応募作品の著作権は NPO
団体各務原まちづくりに帰属し
ます
申 込 と 詳 細　7 月 1 日 ～ 9 月
26 日（必着）に NPO 団体各務
原まちづくり、ライフデザイン
センター、中部学院大学各務原
キャンパスにある応募用紙を
〒 509-0116 緑苑西 2-81、NPO
団体各務原まちづくり・水野☎
058-370-0117

第 5 回各務野
スイーツコンテスト

　市内 8 中学校吹奏楽部が甘粕
宏和・日本吹奏楽指導者クリニッ
ク講師から夏の吹奏楽コンクー
ル演奏曲の指導を受けます。
日時　7 月 21 日（火）　9:00 ～
16:00
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

バンドクリニック
2015  in  各務原

日時　7 月 26 日（日）　7:00 ～
（小雨決行）

場所　坊の塚古墳（鵜沼羽場町5）
備考　草刈用の鎌は用意します
詳細　市明るい社会づくり運動
協議会・上野☎ 058-383-0868

文化財古墳の清掃

　英語会話を楽しみながら、み
んなが大好きな「ピザ」と「ハ
ロハロ」を作ります。
日時　7 月 22 日（水）　10:00 ～
13:00
場所　産業文化センター 4 階料
理室（那加桜町 2）
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　24 人（申込順）
講師　マリセル・イグナシオ・
市外国語指導助手ほか
費用　500 円（保険料・材料費
含む、当日支払）
申込と詳細　7 月 13 日（必着）ま
でに「郵便番号、住所、氏名、
ふ り が な、 電 話 番 号、 学
年、 講 座 名 」を 記 入 し（ 友
人 と 同 じ グ ル ー プ を 希 望 す
る 際 は そ の 旨 を 明 記 ） ▽

メール＝kia@city.kakamigahara.
gifu.jp ▽ 往復はがき＝〒 504-
8555 那加桜町 1-69、ブランド
創造課内各務原国際協会事務局
☎ 058-383-1426

国際交流料理講座
「ピザとハロハロ」

　子どものみらい応援プランの
推進のため、「各務原市子ども・
子育て会議」を開催します。
現在、その会議に参加していた
だく市民委員を募集していま
す。この会議は、学識経験者、
公募市民委員、地域において子
育て支援活動を行う方、子育て
支援に関する関係団体から推薦
された方や、行政によって構成
されています。
任 期　 平 成 27 年 10 月 1 日 ～
平成 29 年 9 月 30 日（2 年間）
対象　市内在住の方
定員　５人以内（選考）
備考　居住する地域、年代、性
別などが偏らないような配慮を
含めた選考を行います
申込と詳細　子育て支援課、市
民サービスセンターにある応募
用紙（市ウェブサイトからもダ
ウンロード可）に必要事項を記
入し、「子どもと家族の笑顔を
地域全体で育むために」をテー
マとした 400 字程度の作文を
添付して、7 月 27（必着）ま
でに子育て支援課☎ 058-383-
1555

子ども・子育て会議
市民委員を募集

　障がいのある方の社会参加を
目的として、「障がい者アート
展」を開催します。
　どなたでも出品できますの
で、ぜひご応募ください。
開催期間　11 月 7 日～ 21 日
募集作品　アート作品（立体、
平面、その他ジャンル問わず）
申込　8 月 28 日までに社会福
祉課に電話で連絡後、指定され
た日時に各自作品を持参
詳細　社会福祉課☎ 058-383-
1126　058-389-3353

障がい者アート展
作品募集

FAX

　市では、人々に「訪れたい」・
「住みたい」と選ばれる都市を

目指し、シティプロモーション
戦略プランを作成します。関心
のある方は、ぜひ、ワークショッ
プにご参加ください。
日時　7 月 17 日・24 日・31 日
いずれも金曜日　19:00 ～ 20:30

（全 3 回）
場所　総合福祉会館 3 階集会室

（那加桜町 2）
定員　50 人（申込順）
申込と詳細　７月 10 日（必着）
までに、「氏名、電話番号、住所、
年齢、性別」を明記し、メール
brand@city.kakamigahara.gifu.
jp でブランド創造課☎ 058-383-
1426

　9 月12 日～ 13 日にかかみが
はら航空宇宙科学博物館で開催
する発明くふう展にアイデア作
品をお寄せください。
規格　縦・横・高さとも 100 ㎝
以内、重さ 20 ㎏以内
申込と詳細　 ▽児童・生徒＝各
学校にある申込書を学校へ提
出 ▽一般＝ 9 月 3 日  12:00（必
着）までに航空宇宙科学博物館
などにある申込書を商工振興課
☎ 058-383-9912

発明くふう展
アイデア作品募集

　各小中学校で作品を募集。第
一次審査を経た作品は、市の審
査会にて審査後、下記の場所、
時間で展示します。
期間　9 月 12 ～ 13 日 10:00 ～
16:30（13 日は 15:00 まで）
場所　かかみがはら航空宇宙科
学博物館（下切町 5）
詳細　学校教育課☎ 058-383-1118

小中学校
科学作品展

　工作用の石材を
使って、古代のア
クセサリー「勾

まがたま

玉」
を製作します。世
界に 1 つだけの宝
物を作ってみませ
んか。
日時　① 7 月 29 日② 8 月 5 日
いずれも水曜日  10:00 ～ 12:00
場 所　中央図書館 3 階第 1 創
作室（那加門前町 3）
対象　小学生以上
定員　各回 20 人（申込順）
費用 　300 円
申込と詳細　埋蔵文化財調査セ
ンター☎ 058-383-1123

夏休み埋文体験講座
「勾玉づくり」

　「第 39 回全国育樹祭」の関連
イベントとして、県内で伐採さ
れた樹齢 100 年を超える大木
を、岐阜地域内でリレーします。
日時　7 月 18 日（土）　10:00 ～
場所　市民公園　中央図書館南
ステージ（那加門前町 3）
内容　木

き び き

曳車の引渡し、園児に
よる丸太の木曳き、森や木にま
つわる音楽コンサート
備考　雨天の場合は産業文化セ
ンター２階第３会議室で開催し
ます
詳細　農政課☎ 058-383-1129

100 年の森づくり
リレー

かかみがはらし
ブランドプランナー

　3 日間で変体仮名を読めるよ
うにします。主なものを覚えた
後、それを手掛かりにしながら
小倉百人一首を読みます。
日時　8 月 4 日（火）、6 日（木）、
7 日（金）10:00 ～
12:00（全 3 回）
場所　川島会館
4 階 木 曽 川 文 化
史料館（川島松
倉町）
対 象　3 日 と も
受講できる方
費用　450 円
申込と詳細　7 月 3 日　9:00 ～
電話または直接、木曽川文化史
料館☎ 0586-89-6055

中高生のための
古文書入門教室 

　今回の応用編では王将の囲い
方や、攻め方のポイントなどを
静かに学びます。
日時　8 月 1 日～ 10 月 3 日の土
曜日　9:00 ～ 10:30　（全 10 回）
場所　中山道鵜沼宿町屋館離れ

（鵜沼西町 1）
対象　将棋のルールが分かる小
学生・中学生
定員　24 人（申込順）
費用　1500 円
申込と詳細　7 月 11 日　10:30
～電話または直接、歴史民俗資
料館☎ 058-379-5055

鵜沼宿「子ども将棋
教室」（応用編）
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市民の安全・安心を守るため、
消防団員約 700 人・消防車両
60 台が、火災防御における連
携訓練と高度な技術の習得を目
指します。
日時　7 月 12 日（日）　5:30 ～

（雨天決行）
場所　テクノプラザ 2 丁目地内
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

　第 1 号被保険者（65 歳以上）
の介護保険料は、前年所得にも
とづき、毎年 7 月に決定通知書
と納付書を送付します（年金か
らの支払者は決定通知書のみ）。
　保険料は介護サービスの大切
な財源です。皆が安心して利用
できるよう、必ず納めましょう。
　サービスの利用には、事前に
要介護認定申請が必要です。介
護保険課で申請してください。
詳細　介護保険課 ▽ 保険料につ
いて＝介護保険係☎ 058-383-
1778 ▽ 要介護認定について＝
介護認定係☎ 058-383-1970 ▽

要介護予防事業について＝介護
支援係☎ 058-383-2124

介護保険料の
お知らせ

　合格すると高等学校の入学資
格が与えられます。受験資格な
ど詳細はお問い合わせください。
期日　10 月 28 日（水）
科目　国語、社
会、数学、理科、
外国語（英語）
申 込 期 間　8 月
24 日～ 9 月 11 日

（消印有効）
詳 細　学校教育課☎ 058-383-
1118

中学卒業程度
認定試験

心の通い合う街②
子どもの人権

　現在、いじめや体罰・児童
虐待など、子どもの人権問題
が大きな社会問題となってい
ます。子どもにも大人と同じ
ように、一人の人間として人
権があります。子どもの「主
張」を「わがまま」と取り合
わないのではなく、一人の人
間として認め、お互いに尊重
し合うことが大切です。
　子どもは大人よりも権利が
侵害されやすい存在であるこ
とを理解し、家庭や学校、そ
して地域全体で守りましょう。
資料提供　いきいき楽習課

　「社会を明るくする運動」は、
犯罪や非行の防止と、犯罪者の
更生への理解を深め、力を合わ
せ犯罪のない明るい社会を築こ
うとする全国的な運動です。
　今月は強調月間です。市では、
市内スーパーなどで啓発活動を
行います。この運動を通して、
明るく住みよい各務原市を作り
ましょう。
詳 細　福祉総務課☎ 058-383-
1358

「社会を明るくする
運動」強調月間

　夏季は、川やプール、海など
で水の事故が多発します。
　特に川は場所によって急に流
れが速く、深くなることもあり
大変危険です。ルールを守って、
安全に楽しみましょう。

【溺れた人を見つけたら】
　すぐに 119 番通報し、救助
を呼んでください。1 人で助け
に行くのは危険ですので、周囲
の人に協力を求めましょう。
詳 細　救急指令課☎ 058-382-
3596

水の事故に
ご注意ください

　市では、友好都市・福井県敦
賀市で宿泊される方に、宿泊費
用の助成を行っています。
　お泊まりで日本海の幸を堪能
しませんか。
対象　市内在住または在勤・在
学の方で、27 年度中 1 人 2 泊
まで
助 成 額　中学生以上 1500 円、
小 学 生 1200 円、3 歳 以 上 600
円（1 人 1 泊の割引額）
申込　助成対象宿泊施設に予約
後、申請者全員の住所・勤務先
などが確認できる免許証・健康
保険証など（コピー可）を持参
し、ブランド創造課（市産業文
化センター 6 階）、市民サービ
スセンター（助成券を発行しま
す）
詳細　 ▽ 現地宿泊先など＝敦賀
観光案内所☎ 0770-21-8686、
敦賀市観光・交流振興課☎ 077
0-22-8128 ▽ 助 成 券 発 行 ＝ 各
務原市ブランド創造課☎ 058-
383-1426

友好都市敦賀市での
宿泊費を助成します

【震えて学ぶ恐怖エンターテイ
ンメント ｢ 赤ゲットの幽霊 ｣】
　歴史的建造物を使用した、今
までのお化け屋敷と一味違う雰
囲気をご体感いただけます！
期間　7 月 11 日～ 9 月 23 日（予
定、7・8 月 中 は 毎 日、9 月 は
土日祝のみ開催）

【各務原市民特別入村割引】
期間　7 月 1 日～ 8 月 31 日
優 待 料 金　 大 人（18 歳 以 上 ）
1500 円、シニア（65 歳以上）・
大学生 1100 円、高校生 800 円、
小・中学生 500 円（通常料金
大人 1700 円、65 歳以上・大学
生 1300 円、高校生 1000 円、小・
中学生 600 円）
優待方法　免許証、保険証など住
所を証明できるものが必要です
備考 ▽他の割引券・サービスと
の併用不可 ▽ シニア、大学生、
高校生の方は証明が必要 ▽団体
での利用不可 ▽ 宵の明治村開催
日（8 月 1 日、2 日、8 日、9 日、
12 ～ 16 日、22 日、23 日、29 日、
30 日）は開園時間延長
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

明治村イベントと
市民優待割引

市消防団
夏季連合演習

　海で遊ぶときは、次のことに
注意しましょう。

▽子どもからは絶対に目を離さ
ないでください ▽ボートに乗る
とき、防波堤で魚釣りをすると
きは大人も子どももライフジャ
ケットを着用しましょう ▽海が
荒れているときは、海に近づか
ない ▽ 連絡手段の確保、防水
パックなどに入れた携帯電話を
持ちましょう ▽ 海の事故は 118
番に電話　
詳細　名古屋海上保安部☎ 052-
661-1615

海で安全に楽しく
遊ぶためのお願い

　「サマージャンボ宝くじ」、「サ
マージャンボミニ 7000 万」の
収益は、地域の明るく住みよい
街づくりに使われます。
販売期間　7 月 8 日～ 31 日
詳細　（公社）県市町村振興協
会☎ 058-277-1153

宝くじのお求めは
県内の売場で

　下表の方を対象に、保険診療
の自己負担分（高額療養費に該
当する場合は自己負担限度額ま
で）を助成しています。
　県内医療機関窓口は無料に、
県外医療機関は有料ですが、申
請後に助成します。
持参品　健康保険証、印鑑、預
金通帳（下表の持参品も参照）
備考　重度・母子・父子受給者
証の更新手続きは 8 月下旬（広
報紙 8 月 15 日号に掲載予定）
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128
助成一覧

ご存じですか
福祉医療費の助成

福祉医療費助成対象者 所得制限 申請時の持参品

重
度
障
が
い
者

身体
障がい者 身障手帳 1 ～ 3 級所持者

あり
（特別児童

扶養手当制
限 額 を 準
用）

・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神保健福祉手帳
・戦傷病者手帳
・他市町村から転入
　の場合は所得課税
　証明

知的
障がい者

・療育手帳 A1・A2・B1 所持者
・療育手帳 B2 かつ身障手帳 4
　～ 6 級所持者

精神
障がい者

精神保健福祉手帳 1 級・2 級（有
効期限内であること）所持者

戦傷病者
戦傷病者手帳所持者で、特別項
症～第 4 項症までに該当かつ身
障手帳 4 級所持者

母子・父子
家庭など

・18 歳到達後の年度末までの児
　童を扶養している、配偶者の
　いない母（父）と当該児童

・父母のいない 18 歳到達後の年
　度末までの児童

・引き続き高等学校等に通学する
　場合は、19 歳の誕生月末まで
　（母・父についても同様）

あり
（児童扶養

手 当 制 限
額を準用）

・公的年金証書（児
　童扶養手当など）

・戸籍謄本（母子・
　父子となった理由
　がわかるもの）

・他市町村から転入
　の場合は所得課税
　証明

こども
（乳幼児・小学

生・中学生）

0 歳～中学 3 年生（15 歳の年度
末日） なし

母子手帳
（出生による申請の

場合）

　スローガンは
「 川 が 好 き　 川

にうつった　空
も好き」。
　きれいな川に
はみんなが集ま
ります。川はみんなのもので
す。私たちに癒しを与えてくれ
る川を、いつまでも美しく保ち
ましょう。
詳細　国土交通省木曽川上流河
川事務所☎ 058-251-1326

7 月は
河川愛護月間です

　青少年の健全育成は、大人の
責任です。子どもたちに関心を
持ち、地域の子どもは地域で守
り育てましょう。
詳細　青少年教育課☎058-383-
1484

青少年の非行・被害
防止全国強調月間

休日相談日時＝ 7 月 12 日（日）
9:00 ～ 17:00
夜間相談日時＝ 7 月 13 日（月） 
17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎ 058-383-4773

7 月の休日・夜間
市税納付相談

　普段は見られない、薬の製造
工程や日本庭園を見学できます。
日 時　7 月 21 日（ 火 ）　10:00
～ 11:30
場所　内藤記念くすり博物館ロ
ビー集合（川島竹早町）
対象　小学校高学年以上（小・
中学生は保護者同伴）
定員　24 人（申込順）
備考　 ▽ 1 回の申込は 2 人まで

▽申込受付時間は 9:00 ～ 16:00
申込と詳細　7 月 7 日～電話で
内藤記念くすり博物館☎ 0586-
89-2101

エーザイ川島工園
見学会
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　第 53 回市民体
育 大 会 が 各 地 で
開催されました。
　 各 種 目 の 優 勝
者 を ご 紹 介 し ま
す（敬称略）。
軟式野球　 ▽学童部＝川島小 ▽

少年部＝チャレンジクラブ
バレーボール　 ▽小学 5 年＝尾
崎ヴィクトリーズ ▽ 同 6 年＝
蘇原第二バレー ▽中学男子＝中
央 ▽同女子＝稲羽 ▽一般男子＝
DACKS ▽ 家庭婦人＝那加一ク
ラブ ▽同五十路＝ HANDS  VC
ソフトバレーボール　 ▽混成の
部 A ＝各務 B ▽ 同 B ＝各務 A

▽ 男子＝さわかみ M ▽ 女子＝
さわかみ L
柔道【団体】　 ▽ 少年＝市柔道
少年団 ▽中学男子＝那加 ▽同女
子＝稲羽【個人】　 ▽ 小学１年
以下＝田代智久（市柔道少年団）

▽同２年＝三原菜花（同） ▽同
３年＝稲嶺竜也（川島柔道クラ
ブ） ▽同４年＝山田一然（市柔
道少年団） ▽同５年＝青木諒太

（同） ▽同６年＝山田一誠（同）

▽中学男子１年＝佐々木彪（中
央） ▽同２年＝宮部広大（川島）

▽同３年＝稲嶺裕也（同） ▽中
学女子＝永縄まみ（稲羽）
ソフトボール　 ▽一般＝鵜沼 ▽

壮年＝那加・蘇原 ▽実年＝鵜沼

▽シニア＝鵜沼
卓球　 ▽ 中学男子＝市川歩夢

（蘇原） ▽同女子＝小倉香乃（鵜
二小） ▽ 一般男子＝笹木直人

（TENRYU） ▽ 同女子＝北瀬慶
（同）

バスケットボール　 ▽中学男子
＝稲羽 ▽同女子＝川島
ラグビー・フットボール　ミ
ラーフィールド
クレー射撃　 ▽トラップ＝平林
規義 ▽スキート＝古池洋一

市民体育大会
優勝者（敬称略）

バドミントン　 ▽ 小学 1･2 年
＝阿保璃央（各務原 Jr.） ▽ 同
3 年＝阿保瑠衣（同） ▽ 同 4 年
＝足立奈律（同） ▽ 同 5 年＝
寺島成美（同） ▽同 6 年男子＝
阿保龍斗（同） ▽同女子＝三嶋
ユメカ（中央 Jr） ▽ 中学男子シ
ングルス＝野田奏多（川島） ▽

同ダブルス＝坂井元昭・坂井颯
真（那加） ▽同女子シングルス
＝奥村友梨（同） ▽同ダブルス
＝尾関柚香・青木心玲（川島）

▽高校男子＝三輪雄太郎・永井
優斗（岐阜工） ▽同女子＝福田
香菜・川添茉子（済美） ▽一般
男子 1 部＝岩井和久・稲垣栄吾

（各務原西クラブ） ▽ 同 2 部＝
植松弘忠・斉藤洋一（同） ▽同
3 部＝岩田全永・小栗智（那加
一クラブ） ▽ 同女子 1 部＝大
栗舞桜・大竹麻水（キャロット
st. クラブ） ▽同 2 部＝鴛谷里美・
岡田智恵（ひばりクラブ） ▽同
3 部＝小川有紀・田中和代（中
央クラブ） ▽一般混合１部＝小
林弘明・広瀬愛（Team Forest）

▽同 2 部＝松田秀樹・片山真理
（桜丘クラブ）

弓道　 ▽弐段以下＝岩田敦子 ▽

参・四段＝山本尭之 ▽五段以上
＝石原信昭
テニス　 ▽ 一般男子＝山田健
二・加藤範也（川崎重工） ▽同
女子＝樫村亜希・常冨美由貴

（同） ▽ 45 歳以上男子＝石森
修 二・ 左 近 和 夫（A's 3） ▽ 同
女子＝田中れいこ・羅房江（ナ
ウシカテニスクラブ）
銃剣道　 ▽ 団体＝第 4 高射群 A

▽個人＝戸田浩一（第 4 高射群）
アーチェリー　 ▽初心者＝秦優
育 ▽ ノービス＝坂井心美 ▽ リ
カーブ＝佐藤稔 ▽コンパウンド
＝池本多加博
空手道【形】　 ▽ 小学 1 年以下
＝磯貝大介（緑苑） ▽同 2 年＝
坂井勇斗（鵜一） ▽同 3 年＝山
下暖仁（鵜三） ▽ 同 4 年＝野

村禅太（蘇一） ▽同 5 年＝加藤
輝峻（那加二） ▽同 6 年＝磯貝
みのり（緑苑） ▽中学生＝加藤
綺羅（桜丘） ▽一般＝溝口裕太

（岐大）【組手】　 ▽ 小学 1 年以
下男子＝磯貝大介（緑苑） ▽同
2 年男子＝坂井勇斗（鵜一） ▽

同 2 年以下女子＝塩崎葵空（鵜
二） ▽同 3 年男子＝松島碧志（陵
南） ▽ 同女子＝板津怜奈（同）

▽同 4 年男子＝野村禅太（蘇一）

▽同女子＝吉村有美香（那加二）

▽同 5 年男子＝松浦空輝（犬山
南） ▽同女子＝松島彩純（陵南）

▽同 6 年男子＝吉田昂世（緑苑）

▽同女子＝名取ゆい（同） ▽中
学男子＝鷲見将吾（蘇原） ▽同
女子＝加藤綺羅（桜丘） ▽一般
有級男子＝油井佑太（岐大） ▽

同女子＝宇野祐真（同） ▽一般
有段男子＝岩田佳祐 ▽同女子＝
土田真里
ゲートボール　中央むつみ
ハンドボール　 ▽中学男子＝蘇
原 ▽同女子＝緑陽
ターゲット・バードゴルフ　寺
島一孝
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

受付期間　7 月 1 日～ 31 日（土・
日曜日、祝日を除く）　8:30 ～
17:15
売却物件　市ウェブサイト、管
財課（市役所 3 階）で配布する
実施要領をご覧ください　
申込と詳細　管財課☎ 058-383-
1467

一般競争入札で市
有地を売却

期間　7 月 11 日～ 20 日
【シートベルトなどの着用徹底】

　後部座席も必ずシートベルト
を着用し、子どもの体格に合っ
たチャイルドシートを正しく着
用しましょう。

【飲酒運転を根絶】
　飲酒運転をな
くすための 3 つ
の約束「お酒を
飲んだら運転し
ない」、「運転する人にはお酒を
飲ませない」、「お酒を飲んだ人
には運転させない」を守りま
しょう。

【子どもの交通事故防止】
　ドライバーは、子どもを見か
けたら速度を落とすなど、「思
いやり運転」に努めましょう。
詳細　防災安全課☎ 058-383-1190

【交通安全協会の活動に協力を】
　各務原地区交通安全協会は、
交通事故ゼロを目指して、街頭
での交通安全指導、四季の交通
安全運動など各種の活動を実施
しています。
　交通安全協会の活動は、運転
免許更新時に納付のご協力をお
願いしている協力金により運営
されています。納付に対し、皆
さんのご理解とご協力をよろし
くお願いします。
詳細　交通安全協会☎ 058-371-
4920

夏の交通安全
県民運動

　特別養護老人ホームやショー
トステイの利用時、一定の要件
に該当する方は、申請により食
費や居住費を減額することがで
きます（申請状況により非該当
の場合もあります）。また、現
在認定証をお持ちの方も 7 月
31 日で有効期限が切れますの
で、7 月中に更新申請をしてく
ださい。
　なお、今年度から対象者の判
定に資産要件などが加わり、申
請時には、通帳の写しなども必
要になります。
詳 細　介護保険課☎ 058-383-
1778

介護保険負担限度額
認定証の更新・交付

　平成 27 年度まちづくり活動
助成金の交付事業が決定しまし
た。福祉やボランティア、スポー
ツなど、さまざまな事業に助成
します。スタート助成 6 事業（新
規 4 事業、継続 2 事業）、まち
づくり助成 23 事業（新規 5 事
業、継続 18 事業）で合わせて
29 事業となります。詳細はウェ
ブサイトをご覧ください。

【スタート助成】
新規（1 年目） ▽ 濃尾・各務原
地名文化研究会 ▽もものみくら
ぶ ▽岐阜木材団地で木工を楽し
む会 ▽中屋川クリーンクラブ
継続（2 年目） ▽ Fun Fan Media 
かかみがはら ▽リスペクトクラブ

【まちづくり助成】
新規（1 年目） ▽ ボランタリー
ハウスはなみずき ▽ ボランティ
アウヌマ ▽ かかみ野 MTB クラ
ブ ▽稲羽西地区社会福祉協議会

▽特定非営利活動法人居宅支援
きざはし
継続（2 年目） ▽ 鵜沼東町太鼓
保存会 ▽ NPO 団体各務原まち
づくり ▽尾崎小校区青少年育成
市民会議 ▽尾崎南 4 緑化推進ボ
ランティア ▽ 各務原 NPO 法人
連絡協議会 ▽特定非営利活動法
人各務原子ども劇場 ▽各務原市
ターゲット・バードゴルフ協会

▽ 各務原市民踊連盟 ▽ K（各務
原）スポーツ青年会 ▽各務原太
鼓保存会 ▽各務原モラロジー事
務所 ▽ 特定非営利活動法人 K-IT
シティー・コンソーシアム ▽特
定非営利活動法人だいじょうぶ

▽特定非営利活動法人つむぎの
森 ▽特定非営利活動法人ピッコ
ロ ▽みどりのまちづくり会 ▽特
定非営利活動法人ローガンズ ▽

ボランタリーハウスあじさい
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1662

まちづくり活動
助成金交付団体決定

【保険料免除制度について】
　経済的に納付が困難な場合
に、保険料の納付を免除・猶予
する制度があります。免除の判
定は、被保険者、配偶者、世帯
主の前年所得（失業を理由とす
る場合を除く）を基準とします。
免除された期間は、受給資格期
間に算入され、段階に応じた割
合で年金額に反映されます。
免除区分と月々の保険料　 ▽ 全
額免除＝なし ▽ 4 分の 3 免除＝
3900 円 ▽半額免除＝ 7800 円 ▽

4 分の 1 免除＝ 1 万 1690 円
【若年者納付猶予制度について】

　被保険者（20 歳代の方）と
配偶者の前年所得（失業を理由
とする場合を除く）が判定の基
準です。猶予された期間は、受
給資格期間に算入されますが、
年金額には反映されません。

【保険料の追納について】
　免除・猶予された場合、10
年以内であれば、さかのぼって
保険料を納められます。ただし、
2 年以上経過すると、当時の保
険料に政令で定める額が加算さ
れます。

【申請の手続き】
申請の窓口　市民課国民年金係
持参品　 ▽年金手帳・印鑑 ▽ 失
業を理由とする場合＝雇用保険
受給資格者証、または離職票の
写しなど
備 考　 ▽ 承認期間は、27 年 7
月分～ 28 年 6 月分 ▽ 結果は約
2 カ月後に年金事務所から通知
します ▽ 平成 26 年 4 月から、
申請が遅れても過去 2 年分まで
さかのぼって、免除などを申請
できるようになりました
詳細　 ▽申請受付＝市民課☎ 0
58-383-1113 ▽ 審 査 結 果 ＝ 岐
阜 南 年 金 事 務 所 ☎ 058-273-
6161

7 月から受付
国民年金免除申請
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社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　7 月 21 日（火）  13:00 ～
14:20　 
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神保健福祉士
こころの健康相談

　検診を受診し、健康管理に役
立てましょう。

【乳がん検診】
期日　平成 28 年 2 月 3 日まで
の月・水・金曜日（祝日、8 月
14 日、年末年始は除く）
受付時間　13:20 ～ 14:00
対象　市内在住で、受診時に満
40 歳以上の女性。ただし、次
に該当する方は除く ▽職場など
で受診する機会がある ▽乳房に
関する病気で治療中・または経
過観察中 ▽乳がんで既往歴があ
る、または治療中・経過観察中

▽妊娠の可能性がある、妊娠中、
授乳中、断乳後 1 年経過して
いない方 ▽ペースメーカーなど
の医療機器を装着している ▽豊
胸手術歴がある ▽この１年以内
にマンモグラフィ検査を受診済
み（昨年度市の乳がん検診を受
けた方は対象外）
定員　1 日 35 人（申込順）
内容　問診、視触診、乳房エッ
クス線検査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
申込期間　11 月 30 日まで

【肺がん・結核検診】
期日　11 月 30 日までの月・水・
金曜日（祝日、8 月 14 日は除く）
受付時間　14:15 ～ 14:45
対象　市内在住で、受診時に満
40 歳以上の方。ただし、次に
該当する方は除く ▽今年 4 月以
降に胸部エックス線検査を受け
た ▽肺疾患で現在治療中または
通院中 ▽職場などで受診する機
会がある ▽妊娠の可能性がある

▽血痰が 6 カ月以内にあった
定員　1 日 25 人（申込順）
内 容　 胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査、
喀
かくたん

痰細胞診（喫煙など必要と認
めた方のみ）
費用　

△

40 ～ 64 歳＝ 1000 円
（当日支払）

△

65 歳以上＝無料

乳がん検診
肺がん・結核検診

　食中毒の季節です !! ノロウ
イルスや O-157 に気を付けま
しょう

【予防 3 原則】
食中毒菌を①つけない（手洗い）
②増やさない③殺菌する
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
7570

食中毒に
気を付けましょう

8 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

期日 場所 対象出生児

8 月 4 日
（火） 総合

福祉会館

平成 27 年
3 月 1 日～ 15 日

8 月 5 日
（水）

平成 27 年
3月16 日～31日

8 月 6 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 27 年 3 月

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（7 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽西小校区
▽ あさひ子ども館＝鵜沼・稲
羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　駐車料金の補助がありま
す。詳しくは下記へ
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

期日 場所 対象出生児

8 月 24 日
（月）

総合
福祉会館

平成 26 年 9 月
8 月 25 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

8 月 17 日
（月） 総合

福祉会館

平成 24 年
7 月 1 日～ 15 日

8 月 18 日
（火）

平成 24 年
7月16日～ 31日

8 月 19 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 24 年 7 月

申込期間　10 月 30 日まで
【共通事項】

場所　東海中央病院 2 階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
備考　

△

予約制です ▽両方希望
する方は一緒にお申し込みくだ
さい ▽生活保護世帯の方は無料
になります。受診前に印鑑（浸
透印不可）持参の上、健康管理
課で手続きが必要です
申込と詳細　電話などで健康管
理課☎ 058-383-1116

【小学生のための救命入門コース】
　子ども会での参加や、夏休み
の課題学習にいかがですか。
日時　8月2日（日）　9:00～10:30
対象　市内の小学 5・6 年生

【普通救命講習Ⅲ（小児）】
日時　8月2日（日）　13:00～16:00
対象　市内在住・在勤の方

【共通事項】
場所　消防本部（那加桜町 1）
定員　各 20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲み物
備考　

△

参加証・修了証を発行△

5 人未満は中止の場合あり
申込と詳細　7 月 31 日までに
救急指令課☎ 058-382-3596

小学生コース開催
救命講習

テクノプラザ
CAD 研修

【CATIA V5 サーフェス】
期間　7 月 8 日～ 10 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【リーダーシップスキル研修】
期日　7 月 28 日（火）
費用　1 万 2240 円

【AutoCAD LT 基礎・応用】
期間　7 月 21 日～ 30 日（夜間
8 日間）
費用　2 万 5920 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

　日中どこかに通ってみたい、
友達を作りたい、誰かと話した
いという方はご相談ください。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　事前申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1126

精神障がい者
グループワーク

手話奉仕員養成講
座（入門編）

日時　8 月 21 日～ 12 月 18 日の
金曜日　19:00 ～ 21:00（全 18 回）
場所　勤労会館（那加雲雀町）
費用　3240 円（入門編・基礎
編のテキスト代）
定員　40 人（申込順）
申込と詳細　社会福祉協議会☎
058-383-7610

　7 月 1 日から、パソコンや携
帯電話を使って簡単に家族や自
分で認知症がチェックでき、予
防や早期発見に役立つシステム
が利用できます（市のウェブサ
イトからも利用できます）。
　もの忘れなどが気になる方は
ぜひご利用ください。
　認知症などのご相談は担当地
域包括支援センターにご相談く
ださい。
詳細　介護保険課☎ 058-383-2124

認知症
チェックリスト

期日 場所 対象出生児

8 月 10 日
（月） 総合

福祉会館

平成 26 年
1 月 1 日～ 15 日

8 月 11 日
（火）

平成 26 年
1月16日～ 31日

8 月 12 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 26 年 1 月

　５月末までに被保険者となっ
た方に対して、７月中旬に「保
険料額決定通知書・納入通知書・
納付書」を送付します。

【保険料の算出方法】
　被保険者全員が等しく負担す
る「均等割額（4 万 1840 円）」と、
所得に応じて負担する「所得割
額（前年所得より算定）」の合
計額です。平成 27 年度の保険
料は、平成 26 年中の所得をも
とに、個人単位で計算されます。

【保険料の軽減について】
　制度加入前日まで、被用者保
険（国民健康保険や国民健康保
険組合以外の医療保険）の被扶
養者だった方は、保険料が軽減
されます。また、被保険者本人
や世帯の所得水準により保険料
が軽減される場合があります。

【保険料の納付方法について】
　特別徴収（年金天引）と普通徴収

（口座振替や納付書での納付）があ
ります。送付した納入通知書でご
確認ください。昨年度、普通徴収
の方でも、条件によっては 10 月か
ら特別徴収になる場合があります。
　特別徴収されている方で口座振
替を希望される場合は、金融機関
へ口座振替の申込と、医療保険課
へ納付方法の変更届出をしてくだ
さい。
詳細　医療保険課☎ 058-383-1128

後期高齢者医療
納入通知書を送付

　感電災害は夏場に集中して発
生します。夏は汗をかきやすく、
皮膚の露出部分が多くなり、ま
た疲労から注意力が散漫になり
がちです。感電災害を防止する
ため、電気は安全に正しく使い
ましょう。
詳細　中部電気保安協会☎ 058-
388-1372

電気は正しく安全に
使いましょう

　この夏の電力需給は、最低
限必要な予備率３％以上を確
保できる見通しですが、無理
のない範囲で、エアコンの冷
房温度は 28℃を目安にするな
ど、家庭での節電に取組みま
し ょ う。 な お、 熱 中 症 に は、
十分ご注意ください。

【節電協力要請期間・時間帯】
　7 月 1 日 ～ 9 月
30 日の平日（8 月
13 日・14 日を除く）
9:00 ～ 20:00
詳細　環境政策課
☎ 058-383-4232

夏季の節電に
ご協力ください
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各務野自然遺産の森

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 2 日（日）　各務野・自然観察ウオーク
「真夏の森の生き物たちを見よう～ノリウツギの花・

チョウやトンボ、バッタ・森は涼しい～」
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、長袖長ズボン
■ 9 日（日）　竹の「水鉄砲」づくり
　竹を使って水鉄砲を作り、みんなで芝生で遊ぼう（雨
天時は制作のみ）。
時間　10:00 ～ 11:30
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、芯に巻く布（古
タオルなど）、タオル、布切りバサミ、軍手、着替え、
材料費 200 円　
■ 16 日（日）　はじめての「やきもの」体験
　新学期に使用できる「ペン立て」を作ろう！
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、汚れてもよい服装（エプロン）、
タオル、材料費 900 円（別途、着払い送料が必要）
■ 23 日（日）　エアーロケット実験教室
　夏休みの自由研究にも！ 500ml のペットボトル
を使い、エアーロケット「ポケ丸」を制作しよう。
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、材料費 700 円
■ 30 日（日）　はじめてのプリザーブドフラワー
アレンジメント
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、持ち帰り用の袋、材料費 1000 円

【共通事項】
定員　30 人（申込順、9 日・16 日・30 日は 20 人）
対象　小学生とその保護者（2 日・30 日は大人の
みも可）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。内容により別途材
料費が必要（上記のとおり）
申込と詳細　7 月 1 日～ 15 日に「開講日と講座名、
参加者全員（付添者がいる場合はその旨明記）の住
所、氏名 （ふりがな）、性別、年齢、電話番号」を ▽

メール＝返信用メールアドレスを明記し shizen@
wildlife.ne.jp ▽ 往復はがき＝返信用にあて先を明記
し〒 504-8555 那加桜町 1-69、市役所いきいき楽習
課☎ 058-383-1210

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
8 月の「親と子の自然体験塾」

☎ 058-385-2773

■ Z
ズ ン バ

UMBA
　世界中のダンス音楽を取り入れた、とても楽しい
フィットネスプログラムです。
日時　7 月 28 日・8 月 4 日・
18 日・25 日　 い ず れ も 火
曜日　19:30 ～ 21:00
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
■シェイプアップ バレトン
　フィットネス、バレエ、ヨガの動きを取り入れ、バ
ランスよく体を整えます。
日時　7 月 29 日・8 月 5 日・
19 日・26 日　 い ず れ も 水
曜日　19:30 ～ 21:00
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
■ HOUSE DANCE
　HOUSE ミュージックに合わせて、楽しくみんな
で動きましょう！
日時　7 月 30 日・8 月 6 日・
20 日・27 日　 い ず れ も 木
曜日　19:00 ～ 20:30
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
■ちょそじ
　料理講座講師による、特製ランチを楽しんでから、
東ライフデザインセンター
料理室をみんなでお掃除し
ましょう。
日時　8 月 22 日（土）11:00 ～
17:00
定員　16 人（申込順）

【共通事項】
場所　東ライフデザインセンター青年館
対象　市内在住か在勤の 35 歳以下の勤労青少年
備考　27 年度青年館利用未登録の方は別途 200 円
が必要
申込と詳細　7 月 7 日　18:30 ～費用を持参し、東ラ
イフデザインセンター青年館

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日・祝日

C
U
LT
U
R
E

東ライフデザインセンター青年館
☎ 058-384-0507

気軽に、気楽に参加しよう！
35 歳以下限定「夏の短期講座」

〒504-8555 那加桜町 1-69
㊡土・日曜日、祝日

部門　絵画、デザイン、立体（彫刻・工芸など）、書、
写真
出品点数　各部門 1 人 1 点
対象　高等学校在学生
搬入　11 月 20 日（金）　9:00 ～ 19:00 に産業文化
センター（那加桜町 2）
賞　 ▽最優秀賞・優秀賞・奨励賞＝賞状・副賞（図
書カード） ▽入選＝賞状
表彰式　11 月 28 日（土）　13:30 ～産業文化セン
ター 2 階第 3 会議室
備考　 ▽ 入選以上の作品は
11 月 28 日 ～ 12 月 3 日 に
産業文化センター 1 階あす
かホールに展示 ▽ 募集要項
はブランド創造課、または
市ウェブサイトからダウン
ロード可　

A
R
T

ブランド創造課
☎ 058-383-1042

芸術の秋を彩る
「第 25 回市高校生美術展」作品募集

　日本画家  林
はやししん

真 先生の生き物を描いた作品を展示
します。
期 間　7 月 18 日 ～ 8 月 2 日（7
月 21 日・22 日・27 日は休館日）
時間　10:00 ～ 17:00
場所　中央図書館 3 階展示室 A
備考　7 月 26 日（日）　14:00 ～
15:00 に小学生以上を対象とし
たワークショップを開催します。

（詳細は 6 月 15 日号広報紙）　　　　　　　　　「業」

A
R
T 緻密な描写と大胆な表現を堪能

「生きもの  好き？林  真の日本画展」

日時　8 月 5 日（水）、6 日（木）　10:30 ～ 12:00
対象　小学生（低学年の方は保護者同伴）
定員　各 12 人（申込順）
持参品　のり（スティックタイ
プ）、はさみ、色えんぴつ
申込　7 月 11 日～電話か直
接、もりの本やさんへ。

〒 509-0111 鵜沼字石山 6529-2
㊡ 7/3・6・13・21・22・27、8/3・10・17・24・31

K
ID
S

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

画用紙に絵を描こう
「しかけ絵本をつくろう」K

ID
S

　船がびんの中に入って
いる !? 夏休みの作品とし
て、ボトルシップを自分
の手で作りませんか。
日時　8 月 9 日（日）　9:00
～ 12:00
場所　西ライフデザインセンター  工作室
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　20 人
費用　650 円（受講料 150 円・材料費 500 円）
講師　秦鐘治・日本ボトルシップ協会会員ほか

【共通事項】
申込　7 月 18 日　10:00 ～受講料を持参し、西ライ
フデザインセンター（10:00 時点で定員を超えた場
合は、その場で抽選）

短期講座
「ボトルシップ子ども教室」

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

■佐藤小夜子 DANCE  LABORATORY  第 12 回発表会
日時　7 月 5 日（日）　16:30 ～（開場 16:00）
場所　文化ホール
詳細　佐藤小夜子 DANCE  LABORATORY・佐藤 ☎
090-1751-5888

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日（祝日を除く）
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中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8   
 ㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

　スマートフォンの使い方がよくわからないという
方のために、基本的な使い方や、アプリの使い方に
ついて、高校生ボランティアが質問にお答えします。
日時　7 月 18 日（土）　10:00 ～ 12:00（時間内は
入退場自由）
申込　7 月 14 日までに、電話などで「氏名、電話
番号、スマートフォンの種類、主に質問したいこと」
を中央ライフデザインセンター

　火災や救急の現場にすぐに駆けつけてくれる、消
防車や救急車。私たちの命を守るためにどんな働き
をしているのか、消防士さんに教えてもらいましょう。
日時　8 月 9 日（日）　9:30 ～ 11:30
場所　西部方面消防署（那加桜町 1）
対象　年少～小学 6 年生の子どもとその保護者
定員　10 家族（抽選）
申込　7 月 28 日（必着）までに、「講座名、住所、
参加者全員の氏名、子どもの学年または年齢、電話
番号」を明記し、メール chuolife@city.kakamigahar
a.gifu.jp または、往復はがきで中央ライフデザイン
センター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

K
ID
S 親子でチャレンジ ! 講座

「消防署探検！」

A
R
T 気軽にお越しください

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■第 12 回デジタルフォト悠友会写真展
期間　7 月 7 日～ 12 日　9:00 ～ 17:00（ただし、7
日は 12:00 ～、12 日は 16:00 まで）
詳 細　 デ ジ タ ル フ ォ ト 悠 友 会・ 石 田 ☎ 058-382-
8544

　おいしく低カロリーな「お好み焼き風寒天サラダ」
と、プルプルの食感と味わいが楽しめるデザート感
覚のドリンク「寒天クラッシュゼリー」を作ります。
日時　7 月 25 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　高校生までの子どものいる方
定員　16 人（抽選）
費用　材料費 300 円
備考　お子さんの同伴も可（料理中は別室で託児）
申込　7 月 15 日（必着）までに、「講座名、参加
者の氏名、住所、電話番号、お子さんを同伴され
る方は氏名、学年または年齢」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または、往復は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

子育てママの料理講座
「食物繊維たっぷり  寒天のおやつ」

日時　8 月 6 日（木）　9:30 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階  第 1 研修室
対象　小学 4 ～ 6 年生
定員　10 人程度（申込順）
申込　7 月 14 日～申込書を中央図書館 2 階カウン
ター、または　058-371-1145

中央図書館
☎ 058-383-1122

K
ID
S 調べ方の基礎からコツまでを知ろう！

「調べ方を学ぼう」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 7/3・6・13・21・22・27、8/3・10・17・24・31

IN
FO 夏休み中は図書館の開館時間が

1 時間早くなります

期間　7 月18 日～ 8 月30 日　9:00 ～ 19:00
備考　時間変更は、中央図書館のみです

K
ID
S

川島ほんの家
☎ 0586-89-5610

子ども手づくり絵本教室
「おもしろ絵本をつくろう」

　初めて絵本を作る人のためのやさしい講座。牛乳
パックを使った、オリジナル仕掛け絵本を作ります。
日時　7 月 29 日（水）　9:30 ～ 12:00
場所　川島会館 2 階研修室
対象　小学生（3 年生以下の方
は保護者同伴）
定員　20 人（申込順）
申込　7 月 4 日～ 20 日に、申込書を川島ほんの家
受付カウンターへ。14 日～は電話でも受付

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡ 7/3・6・13・21・22・27、8/3・10・17・24・31

　ふだんは知らない図書館の裏側を体験しちゃお
う！図書館で働く人の仕事を体験します。
日時　7 月 23 日（木）　9:00 ～ 15:00
場所　川島ほんの家、川島会館 2 階小図書室
対象　小学 5・6 年生
定員　10 人（申込順）
内容　カウンター業務、返却作業、装備体験など
申込　7 月 4 日～ 12 日に、申込書を川島ほんの家
受付カウンターへ。14 日～は電話でも受付

K
ID
S 図書館にはどんな仕事があるのかな？

「図書館を知ろう！ 1 日お仕事体験」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

季節の星を見てみよう！
プラネタリウム・天体観察会

■ 7 月のプラネタリウム
日時 　 ▽ 7 月 12 日（日）　10:00 ～ 11:00 ▽ 7 月 25
日（土）　19:00 ～ 20:00
内容　 ▽季節の星座と星座物語 ▽太陽の話
費用　1 人 100 円
備考　途中入場はできません
■ 7 月の天体観察会
日時 　7 月 25 日（土）　20:00 ～ 21:00（雨天・曇
天の場合中止）
内容　夏の星座、月、土星、二重星などの観察
備考　天候や参加人数により早めに終了する場合あり

　パソコンの画像編集ソフト「ペ
イント」を使って、簡単に絵を
描いてみませんか。図形を組み
合わせて絵を作ったり、写真に
文字を入れたり、便利な使い方
を学びます。
日時　8 月 11 日・18 日・25 日
いずれも火曜日　15:30 ～ 17:30

（全 3 回）
対象　3 日間とも受講できる高校生以上の方
定員　20 人（抽選）
費用　900 円（受講料）
講師　長縄勝彦・K-IT シティー ･ コンソーシアム
備考　使用するパソコンの OS はウインドウズ 8.1
申込と詳細　7 月 28 日（必着）までに、「講座名、
住所、参加者の氏名・電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または、往復は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

パソコン講座
「ペイントを使ってみよう」

　自家焙煎珈琲店のマスター
が、ペーパードリップでのお
いしいコーヒーのいれ方や家
庭でもできる簡単なアレン
ジコーヒーをご紹介します。
ちょっとしたコツを習って、
家でも夫婦でコーヒータイムを楽しみませんか。お
菓子・お持ち帰り用のコーヒー豆付きです。
日時　7 月 26 日（日）　10:00 ～ 12:00
対象　成人
定員　16 人（応募者多数の場合は夫婦での申し込
みを優先し、抽選）
費用　受講料 1 人 300 円　材料費 1 人 700 円
講師　安江隆彦・ボンガ珈琲
申込　7 月 17 日（必着）までに、「講座名、参加者
全員の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または、往復は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

夫婦でチャレンジ ! 講座
「おいしいコーヒーのいれ方入門」

FAX

C
U
LT
U
R
E

文学講座①
「小説家のお仕事」

　「小説家ってどうやってなるの？」「小説のストー
リーはどうやって創るの？」など、読者が感じてい
る疑問や、知られざる作家の日常生活について市内
在住の小説家がお話します。
日時　8 月 1 日（土）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階第 2・3 研修室
定員　40 人（申込順）
講師　天堂里砂・小説家
申込　7 月 1 日～電話または直接中央図書館 2 階 5
番カウンター

17　　　広報各務原7月 1日号 広報各務原7月 1日号　　　16



毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

た
。
そ
の
日
は
、
よ
い
天
気
で

暑
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
い
し
い

「
や
ぐ
ま
茶
」
が
で
き
ま
す
よ

う
に
と
い
う
気
持
ち
で
摘
み
ま

し
た
。
目
標
は
全
校
で
40
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
し
た
。
周
り
の
み
ん

な
も
た
く
さ
ん
摘
も
う
と
一
生

け
ん
命
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
結
果
発
表
で
す
。

目
標
の
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ

し
、
46
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
み
ん
な

で
摘
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

茶
摘
み
を
や
っ
て
み
て
、
伝

統
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
茶
摘
み
の

伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

文
・
５
年　

仙
石
春は

る
き輝
さ
ん

伝統の茶摘み
稲羽東小学校

　

暑
い
日
な
ど
、
食
事
が
進
ま

な
い
と
き
は
、
お
や
つ（
間
食
）

で
補
い
ま
し
ょ
う
。
間
食
で
、

栄
養
素
や
水
分
を
補
給
で
き
ま

す
。
高
齢
者
の
方
な
ど
、
食
事

を
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

な
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　

４
年
半
前
、
西
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
講
座
の
修
了

に
と
も
な
っ
て
、
朗
読
サ
ー
ク

ル
フ
ォ
レ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
引
き
続
き

森
優
美
子
先
生
に
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
８
人
、
い

ず
れ
も
初
心
者
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
主
な
題
材
は
民
話

や
童
話
で
、
時
に
は
エ
ッ
セ
ー

や
詩
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
美
し
い
日
本
語
、
正

し
い
ア
ク
セ
ン
ト
で
表
現
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

戸
田
和
代
作
「
き
つ
ね
の
で
ん

わ
ボ
ッ
ク
ス
」
で
す
。
子
ど
も

や
お
じ
い
さ
ん
、
き
つ
ね
の
親

子
な
ど
の
登
場
人
物
や
、
夕
暮

れ
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
朗
読
が
で

き
る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
と
い
う
さ
さ
や
か
な

活
動
で
す
が
、
年
間
４
～
５
作

品
に
挑
戦
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

年
１
回
の
サ
ー
ク
ル
発
表
会
に

参
加
し
た
り
、
他
の
朗
読
サ
ー

ク
ル
の
方
た
ち
と
の
合
同
朗
読

会
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
11
月
に
３
サ
ー

ク
ル
で
合
同
朗
読
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
緒
に
朗
読
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
お
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
一
度
活
動

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日　

毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
９
時
～
11
時

場
所　

中
央
図
書
館
４
階
研
修

室
（
那
加
門
前
町
３
）

会
費　

月
１
０
０
０
円

詳
細　

西
澤
☎
０
５
８（
３
８
９
）

１
４
５
４

朗読サークル
フォレスト

豆
腐
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
お
や
つ

「
豆
腐
の
冷
た
い
ゼ
リ
ー
」

　

豆
腐
は
、
消
化
吸
収
率
が
高

く
、
胃
に
負
担
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
を
補

う
こ
と
が
で
き
、
90
％
を
占
め

る
水
分
が
、
脱
水
症
状
を
防
い

で
く
れ
ま
す
。

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
に
は
カ
ル
シ
ウ

ム
が
多
く
、
乳
酸
菌
の
働
き
で

腸
の
調
子
を
整
え
て
く
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
度
お
試
し
く
だ

さ
い
（
レ
シ
ピ
は
左
参
照
）。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
１
１
６

　大井智香子さん｜「第3期各務原市地域福祉計画策定委員会」委員長

　

平
成
25
年
度
に
検
討
を
開
始

し
た
「
第
３
期
各
務
原
市
地
域

福
祉
計
画
」
が
、
こ
の
度
完
成

を
迎
え
た
。
そ
の
策
定
委
員
長

と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
中
部

学
院
大
学
短
期
大
学
部
の
大
井

智
香
子
准
教
授
だ
。

　

大
井
さ
ん
は
、
地
域
福
祉
が

専
門
で
、
各
地
域
の
生
活
文
化

に
根
ざ
し
た
地
域
福
祉
の
在
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

２
年
前
、
委
員
長
就
任
の
打
診

を
受
け
た
時
に
は
、「
責
任
あ
る

仕
事
で
恐
れ
多
い
で
す
が
、
と

て
も
光
栄
で
す
」
と
快
諾
。
同

時
に
、
策
定
委
員
会
の
作
成
部

会
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
も
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
」
と
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
会
議
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
を
採
用
し
、

各
委
員
が
気
軽
に
意
見
を
出
せ

る
よ
う
に
し
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

児
童
、
外
国
籍
市
民
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
委
員
か
ら
出

さ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
計
画
に
反

映
さ
せ
た
。

　

大
井
さ
ん
の
も
う
１
つ
の
こ

だ
わ
り
は
、「
市
民
一
人
一
人

に
身
近
な
計
画
を
作
る
こ
と
」。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
各
委
員
に

計
画
へ
の
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
会
議
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
対
し
、「
自
分
だ
っ
た

ら
何
が
で
き
る
か
」
を
市
民
の

立
場
で
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に

し
た
。

　
「
だ
れ
も
が
身
近
な
場
所
で
、

地
域
福
祉
に
つ
い
て
語
っ
た

り
、
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
に
な
る
こ
と
」
が
大

井
さ
ん
の
夢
で
も
あ
る
。

　

今
後
、
市
は
計
画
に
沿
っ
て

施
策
を
展
開
す
る
。
大
役
を
終

え
大
井
さ
ん
は
「
計
画
の
完
成

が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
」

と
話
す
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら

は
、
各
地
域
で
10
年
後
の
将
来

を
考
え
、
計
画
の
中
か
ら
必
要

な
施
策
を
選
択
し
て
展
開
し
て

く
だ
さ
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

OHI Chikako
大学で教鞭を執る傍ら、市民活動
を応援する NPO 法人の理事を務
める。妖怪好きとしても有名。

計画の完成はゴールではなく、スタートです

　

74
年
前
、
こ
の
稲
羽
東
小
学

校
で
茶
摘
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
驚
き
ま
し
た
。
74
年

後
と
い
う
と
、
ぼ
く
は
84
歳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
74
年

前
と
い
う
と
、
ぼ
く
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
生
ま
れ
て
い
な
い
く

ら
い
前
に
な
る
か
ら
で
す
。
こ

ん
な
に
も
長
く
伝
統
と
し
て
続

い
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
茶
摘
み
は
、
５
月
８

日
で
し
た
。
朝
、運
動
場
に
は
、

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
や
保
護

者
が
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様

子
を
見
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に

支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
伝
統

と
し
て
続
い
て
い
る
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
は
学
校
の
近
く
の

家
ま
で
行
き
、
そ
の
家
の
お
茶

を
摘
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
も
伝
統
の
茶
摘
み

に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
あ

り
が
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

茶
葉
を
摘
む
と
き
は
、
新
し
い

葉
だ
け
を
摘
む
よ
う
に
し
ま
し

暑
い
日
に
お
す
す
め

ひ
ん
や
り
デ
ザ
ー
ト

【材料（３人分）】絹ごし豆腐 150g、
無糖ヨーグルト 115g、砂糖 30g、コー
ヒー用クリームパウダー 15g、レモン
汁小さじ 1.5、粉ゼラチン 5g、黒糖か
りんとう 15g、オレンジマーマレード
大さじ 1.5
【作り方】
①ゼラチンを水 50cc に振り入れてふ
やかし、湯煎にかけて溶かす
②豆腐、ヨーグルト、砂糖、コーヒー
用クリームパウダーをよく混ぜ合わ
せ、レモン汁と①のゼラチン液を加え、
なめらかになるまで混ぜる
③冷蔵庫で冷やし固める
④③を切り分け、盛り付け、砕いたか
りんとう、マーマレードなどを飾る

豆腐の冷たいゼリー
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　「
他
で
断
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
」「
こ
こ
な

ら
な
ん
と
か
な
る
と
思
っ
て
」。
革
靴
か
ら

ス
ニ
ー
カ
ー
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
ま
で
、
長
年
大

切
に
履
き
込
ま
れ
て
き
た
靴
が
、
日
々
店
舗

に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

　
鵜
沼
東
町
で
靴
修
理
専
門
店
を
営
む
片
桐

さ
ん
は
、
こ
の
道
10
年
の
靴
修
理
職
人
。
縫

い
、
削
り
、
貼
り
、
磨
き
な
ど
、
今
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
を
駆
使
し
、
依
頼
主
の
歩
き
方
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
仕
上
が
り
を
ミ

リ
単
位
で
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　「
長
く
付
き
合
っ
て
大
切
に
し
て
い
る
も

の
を
任
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
来
れ
ば

大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
店

に
し
た
い
で
す
ね
」
と
片
桐
さ
ん
は
言
う
。

　
職
人
の
手
に
よ
り
、
生
き
返
っ
た
靴
た
ち

が
、
ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
と
、
今
日
も
持
ち

主
の
元
へ
と
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

FILE №　031

靴修理職人
（くつしゅうりしょくにん）

　5 月 31 日、各務野自然遺産の森で「はじめて
のやきもの体験」が行われました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
初夏、豊かな緑に包まれたわらぶきの建物の中で、
親子の参加者が静かに講師の話を聞いていました。
手順をひとつずつ、講師と一緒に確認しながら、
次第に把手の付いたコップができあがっていきま
した。どの子もものづくりに目を輝かせて、真剣
に取り組んでいる姿が印象的でした。

ようこそ、那加三亭へ！ バスマップをみんなの手で

いつ起こるかわからない災害に備えて

めばえ寄席 みんなでつくるバスマップ

各務原防災推進ネットワークはじめての「やきもの」体験

　那加第三小学校で、落語公演「めばえ寄席」が
行われ、全校児童 451 人が、プロの三味線演奏
や曲芸、切り絵や落語を楽しみました。
　6 年生児童による大喜利コーナーでは、事前の
ワークショップで選ばれた 5 人が小噺

ばなし

を披露。会
場は笑いの渦に包まれました。大喜利を行った長
坂彩未さんは、「みんなが笑ってくれそうな話を
がんばって考えました。うまく話せて楽しかった
です」と、笑顔を見せていました。　（6 月 5 日）

　10月からのふれあいバスリニューアル運行開始
に向けて、利用者の皆さんにとって、よりわかりや
すく、使いやすいバスマップを作成するためのワー
クショップが産業文化センターで開催されました。
　ワークショップには 40 人が参加し、バスマッ
プを使って机上で目的地まで出かける経路をシ
ミュレーション。参加者からは「乗り継ぎがもっ
と分かりやすいと良い」などと、活発な意見が出
ていました。（6 月 4 日）

　5 月 28 日、地域の防災リーダー「各務原市防
災推進員」の集まりである「各務原防災推進ネッ
トワーク」の研修会が、川島小網町の県広域防災
センターで開催されました。
　参加者は、地震体験装置による震度 7 の揺れや
煙が充満した建物の中での避難を体験。またセン
ター職員からの災害に関する話を熱心に聞き、い
つ起こるかわからない災害への備えに対し、気持
ちを新たにしていました。

追
う
よ
う
に
し
て
駈
け
て
き
た
大お
お
ひ
ら
た
つ
よ
し

平
田
毅
が

竹
男
に
声
を
掛
け
た
。

「
竹
男
君
、
ち
ょ
っ
と
」

　
振
り
向
い
た
竹
男
は
足
を
止
め
「
な
に
」

と
答
え
た
。

「
明
日
さ
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
付
き
合
っ
て
」

「
何
か
あ
っ
た
っ
け
」

「
明
日
、
ヒ
コ
ー
キ
が
来
る
ん
だ
っ
て
。

ち
ょ
っ
と
見
に
行
こ
う
よ
」

「
ほ
ん
と
う
？
」

「
あ
ぁ
、夕
べ
お
父
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
ね
ぇ
、

兵ひ
ょ
う
ど
う

頭
君
も
誘
っ
て
」

「
兵
頭
君
、
行
く
っ
て
」

「
い
や
、後
で
誘
う
よ
。
き
っ
と
行
く
と
思
う
」

　
竹
男
は
一
瞬
「
じ
ゃ
あ
行
く
」
と
言
い
掛

け
て
、
慌
て
て
口
を
噤つ

ぐ

ん
だ
。

― 

つ
づ
く

1

　
大
正
六
年
初
夏
。
各
務
野
に
は
一
面
に
麦

の
穂
が
稔み

の

り
、
梅
雨
を
間
近
に
思
わ
せ
る

湿
っ
ぽ
い
風
に
揺
れ
て
い
る
。
大
麦
は
比
較

的
茎
が
短
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
小
麦

は
長
い
の
で
大
き
く
揺
れ
、
い
か
に
も
気
だ

る
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
麦
の
畝
の
端
に

は
小あ

ず
き豆
が
蒔
か
れ
て
一
寸
ば
か
り
芽
が
伸
び

て
い
る
。
や
が
て
麦
は
刈
ら
れ
、
そ
の
あ
と

に
陸
稲
の
種
を
蒔
く
か
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蔓

が
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
麦
を
脱
穀
し
終

え
る
と
同
時
に
田
ん
ぼ
で
は
麦
田
を
毀
し
、

水
を
入
れ
て
均
し
田
植
え
作
業
が
待
っ
て
い

る
。
休
む
間
も
な
い
農
家
に
と
っ
て
一
番
忙

し
い
時
季
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
一
年

で
最
も
日
の
長
い
時
季
で
も
あ
り
、
や
る
べ

き
仕
事
量
は
無
限
に
あ
っ
た
。
ま
さ
に
猫
の

手
も
借
り
た
い
と
い
う
頃
で
あ
る

　
こ
こ
稲
葉
郡
蘇
原
村
立
蘇
原
尋
常
小
学
校

の
門
を
出
て
下
校
す
る
子
供
た
ち
の
中
に
、

ひ
と
き
わ
速
足
の
平ひ

ら

田た

竹た
け

男お

が
い
る
。
後
を

【新連載がスタート！】今号から、新たに大正時代の各務原を描いた小説がスタートします。平成29年に開設100周年を迎える　
　　　　　　　　　　「各務原飛行場」を舞台とした小説です。どうぞお楽しみください。なお、このお話はフィクションです。

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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型絵染
「窓辺」

自分の時間が取れるようになり、指先のトレーニングも

兼ねて始めた型絵染。花をデッサンし、レイアウトを考え、

型紙を切り、染料で染めて…。苦手な絵を含め、多くの

工程がありますが、それだけに作品が染め上ったときの

喜びは格別です。いずれは、家に飾る「のれん」作りに

挑戦したいと思っています。 石
いしぐれ

槫和江さん
（尾崎南町）

CITY
GALLERY

気持ちを込めて染め上げた「窓辺の蘭」

岡村　兼
けん

吾
ご

ちゃん（H24.3.2 生）

姉が大好きな妹。妹がいないと寂しい姉。い

つまでも仲よし姉妹でいてね。

（裕司さん・麻美さん、那加不動丘）

いつも笑顔でいてくれてありがとう。これか

らもすくすく成長してね。

（育さん・奈津子さん、那加前洞新町）

三輪　虹
こ

遙
はる

ちゃん（H22.10.29 生）

　　　虹
なな

晴
は

ちゃん（H25.6.25 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8264 人（男　7 万 3267 人・女　7 万 4997 人）

世帯｜ 5 万 7494 世帯　　　　　　平成 27 年 6 月 1 日現在
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